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富山県道路メンテナンス会議 規約 

(名 称) 

第１条 本会は、「富山県道路メンテナンス会議」(以下、「会議」という。)と称

する。 

(目 的) 

第２条 会議は、道路法第２８条の２の規定に基づき設置するもので、富山県内

の道路管理者が道路施設の点検や補修・更新等について、相互に連絡・調整、

情報共有を行うことにより、協力して老朽化対策の強化を図ることを目的

とする。 

(協議事項) 

第３条 会議は、第２条の目的を達成するため、次の事項について協議する。 

(１) 道路施設の保全等に係る意見調整・情報共有に関すること。

(２) 道路施設の点検、修繕等の把握・調整に関すること。

(３) 道路施設の技術基準類等の共有に関すること。

(４) 道路施設の老朽化対策の理解促進に関すること。

(５) その他、道路の管理に関連し会長が妥当と認めた事項。

(組 織) 

第４条 会議は、第２条の目的を達成するため、富山県内における高速自動車国

道、一般国道、県道及び市町村道の各道路管理者及び会議が必要と認めるも

ので組織する。 

２．会議には、会長及び副会長を２名置くものとし、会長は国土交通省北陸地

方整備局富山河川国道事務所長、副会長は富山県土木部道路課長及び中日本

高速道路株式会社金沢支社富山高速道路事務所長とする。 

３．会長に事故等があるときは、副会長がその職務を代行する。 

４．会議の構成は、「別表－１」のとおりとする。 

ただし、必要に応じ会長が指名するものの出席を求めることができる。 

５．会長は、個別課題等についての検討・調整を行うため「専門部会」を設置

することができるものとする。 

６．会議には、「幹事会」を置くものとし、構成は「別表－２」のとおりとす
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る。 

(幹事会)� 

第５条 幹事会は、幹事長の招集により開催するものとし、次の事項について調

整する。 

(１) 会議の運営全般についての補助、会員相互の連絡調整。

(２) 会議における協議議題の調整。

(３) 規約の策定・改正・廃止等に係る調整。

(４) その他、会議の運営に際し必要となる事項の調整。

(事務局) 

第６条 会議の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置く。 

２．事務局は、国土交通省北陸地方整備局富山河川国道事務所、富山県土木部

及び中日本高速道路株式会社金沢支社富山高速道路事務所に置く。 

(規約の改正) 

第７条 本規約の改正等は、本会議の審議・承認を得て行うことができる。 

(その他) 

第８条 本規約に定めるもののほか、必要な事項はその都度協議して定めるも

のとする。 

(附 則) 

本規約は、平成２６年 ５月２７日から施行する。 

平成２７年 ６月 ５日 一部改正 

平成２８年 ７月２２日 一部改正 

令和 ２年 ８月 ４日 一部改正 

令和 ３年 ８月 ４日 一部改正 

2 / 26 ページ



　　　　　【別表-１】

所　　属 役　　職

会長 国土交通省北陸地方整備局 富山河川国道事務所長

副会長 富山県土木部 道路課長

副会長 中日本高速道路株式会社金沢支社 富山高速道路事務所長

国土交通省北陸地方整備局 地域道路課長

国土交通省北陸地方整備局 道路管理課長

国土交通省北陸地方整備局 北陸技術事務所長

中日本高速道路株式会社金沢支社 金沢保全・サービスセンター所長

中日本高速道路株式会社金沢支社 企画統括課長

東日本高速道路株式会社新潟支社 上越管理事務所長

富山県道路公社 事務局長

富山市 建設部長

高岡市 都市創造部長

射水市 都市整備部長

魚津市 産業建設部長

氷見市 建設部長

滑川市 建設部長

黒部市 都市創造部長

砺波市 建設水道部長

小矢部市 産業建設部長

南砺市 ふるさと整備部長

舟橋村 生活環境課長

上市町 建設課長

立山町 建設課長

入善町 建設課長

朝日町 建設課長

公益財団法人富山県建設技術センター 事務局長

事務局 国土交通省北陸地方整備局　富山河川国道事務所

富山県土木部

中日本高速道路株式会社 金沢支社 富山高速道路事務所

富山県道路メンテナンス会議　名簿
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　　　　　【別表-２】

所　　属 役　　職

幹事長 国土交通省北陸地方整備局 富山河川国道事務所　総括保全対策官

副幹事長 富山県土木部 道路課長補佐

副幹事長 中日本高速道路株式会社金沢支社
富山高速道路事務所
工務担当課長

国土交通省北陸地方整備局 地域道路課長補佐

国土交通省北陸地方整備局 道路部　道路構造保全官

国土交通省北陸地方整備局 北陸技術事務所　副所長

中日本高速道路株式会社金沢支社
金沢保全・サービスセンター
工務担当課長

中日本高速道路株式会社金沢支社 企画統括課　課長代理

東日本高速道路株式会社新潟支社 上越管理事務所　副所長

富山県道路公社 工務課長

富山市 建設技術管理監

富山市 道路河川管理課長

富山市 道路構造保全課長

高岡市 道路整備課長

射水市 道路建設課長

魚津市 建設課長

氷見市 道路課長

滑川市 建設課長

黒部市 道路河川課長

砺波市 土木課長

小矢部市 建設課長

南砺市 建設維持課長

舟橋村 生活環境課長

上市町 建設課長

立山町 建設課長

入善町 建設課長

朝日町 建設課長

公益財団法人富山県建設技術センター 技術課長

事務局 国土交通省北陸地方整備局　富山河川国道事務所

富山県土木部

中日本高速道路株式会社 金沢支社 富山高速道路事務所

富山県道路メンテナンス会議　幹事会名簿
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（
現

場
可

視
化

技
術

）
に

よ
り照

明
灯

具
等

の
脱

落
の

異
常

を
監

視
す

る
も

の
で

あ
る

。


本
技

術
は

、道
路

トン
ネ

ル
定

期
点

検
に

お
い

て
、附

属
物

の
判

定
区

分
「○

」で
は

あ
る

が
、

取
付

部
材

の
腐

⾷
が

進
⾏

して
お

り、
監

視
を

必
要

とす
る

よ
うな

も
の

を
対

象
とす

る
こと

を
想

定
して

い
る

。


トン
ネ

ル
定

期
点

検
時

に
監

視
対

象
とな

った
照

明
等

の
附

属
物

に
設

置
し、

徒
歩

に
よ

る
⽇

常
パ

トロ
ー

ル
や

定
期

点
検

に
お

い
て

セ
ンサ

ー
の

発
光

⾊
の

変
化

で
異

常
の

有
無

を
確

認
す

る
も

の
で

あ
る

。


図

-1
 設

置
概

要
図


図

-2
 異

常
検

知
概

念
図


図

-3
 セ

ンサ
ー

発
光

⾊
と変

位
量

の
関

係

異
常
検
知
の
原
理


2本

の
光

ファ
イバ

ー
を

セ
ンサ

ー
本

体
で

接
続

し、
セ

ンサ
ー

本
体

内
で

2本
の

光
ファ

イバ
ー

の
間

に
RG

B(
⾚

緑
⻘

)の
着

⾊
を

した
フィ

ル
ム

プ
レ

ー
トを

設
置

。こ
の

フィ
ル

ム
プ

レ
ー

トは
、

同
⼼

円
状

に
内

側
か

ら⻘
(直

径
2m

m
)、

緑
(直

径
6m

m
)、

⾚
(フ

ィル
ム

本
体

⾊
)と

して
い

る
た

め
、変

位
に

応
じて

⻘
⇒

水
⾊

⇒
緑

⇒
⻩

⾊
⇒

⾚
と発

光
⾊

が
変

化
す

る
。


セ

ンサ
ー

本
体

は
覆

工
コン

クリ
ー

トに
固

定
し、

着
⾊

フィ
ル

ム
を

対
象

とす
る

附
属

物
等

に
固

定
す

る
こと

で
、対

象
の

附
属

物
等

が
脱

落
等

に
よ

り変
位

が
⽣

じた
とき

に
その

変
位

量
に

同
調

した
発

⾊
に

よ
り確

認
で

き
る

。


この
発

光
⾊

を
確

認
す

る
こと

で
、脱

落
の

危
険

性
を

判
断

す
る

。

O
SV
セ
ン
サ
ー
試
⾏
結
果


国

道
49

号
津

川
トン

ネ
ル

(L
=

56
7ｍ

)の
照

明
灯

具
の

うち
5箇

所
に

O
SV

セ
ンサ

ー
を

設
置

し、
20

20
年

9月
~

20
21

年
3月

の
約

半
年

間
に

計
5回

の
巡

回
監

視
を

実
施

。


巡
回

監
視

で
は

、遠
望

目
視

に
よ

り灯
具

留
め

具
の

脱
落

は
な

く、
O

SV
セ

ンサ
ー

を
設

置
した

全
5箇

所
とも

⻘
⾊

発
光

で
、変

状
が

発
⽣

して
い

な
い

こと
を

確
認

（
毎

月
確

認
）

。


20
21

年
3月

の
O

SV
セ

ンサ
ー

撤
去

時
に

、O
SV

セ
ンサ

ー
が

⻘
⾊

発
光

(変
位

な
し)

を
示

し、
か

つ
照

明
灯

具
取

付
状

態
を

近
接

目
視

・触
診

に
よ

り健
全

な
状

態
が

確
保

され
て

い
る

こと
を

確
認

。

図
-4

 設
置

状
態

図
-5

 設
置

時
確

認

図
-7

 O
SV

セ
ンサ

ー
撤

去
時

に
お

け
る

確
認

状
況

（
す

べ
て

健
全

で
あ

る
こと

を
確

認
）

図
-6

 巡
回

監
視

は
一

人
で

可
能

考
察

図
-8

 今
後

の
開

発
改

良
例

※
灯

具
に

変
状

が
⽣

じる
と、

凹
凸

コネ
クタ

が
外

れ
、路

⾯
か

ら目
視

で
き

る
。

一
人

で
監

査
廊

に
て

附
属

物
取

付
部

の
変

位
有

無
を

確
認

で
き

る
有

用
な

技
術

で
あ

る
こ

とが
確

認
で

き
た

。
ま

た
、下

記
に

示
す

改
善

点
も

確
認

で
き

た
た

め
、今

後
この

技
術

に
改

良
を

加
え

て
い

くこ
と

が
望

ま
れ

る
。


セ

ンサ
ー

設
置

方
法

の
改

善
（

施
工

性
向

上
）

（
附

属
物

や
覆

工
側

へ
の

固
定

方
法

改
善

）


集
光

方
法

と散
光

確
認

方
法

の
改

善
（

巡
視

作
業

改
善

）
（

灯
具

か
らの

集
光

方
法

や
、発

光
側

の
視

認
性

改
善

）


光
ファ

イバ
ー

の
点

灯
に

よ
らな

い
方

法
の

開
発

（
経

済
性

向
上

）
（

任
意

の
変

位
量

検
知

に
よ

る
脱

着
方

式
な

ど）

工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
新

潟
国

道
）
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工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
長

岡
国

道
）

○
イ
ン
フ
ラ
点
検
・
修
繕
の
需
要
性
Ｐ
Ｒ

○
土
木
業
界
の
担
い
手
確
保
を
目
的
に
、
高
専
生
を
対
象
に
橋
梁
補
修
工
事
の
現
場
見
学
会
を
実
施

日
時

：
令

和
２

年
９

月
１

７
日

対
象

：
長

岡
工

業
高

等
専

門
学

校
1
、

2
年

生
、

1
1
名

場
所

：
国

道
1
7
号

長
倉

高
架

橋
内

容
：

・
道

路
構

造
物

の
維

持
・
管

理
の

説
明

・
橋

梁
補

修
工

法
の

説
明

・
補

修
中

の
橋

脚
や

床
版

の
見

学

実
施

概
要

○
橋

梁
補

修
工

事
現

場
を

見
学

し
、

老
朽

化
対

策
の

知
識

を
深

め
て

も
ら

っ
た

。
○

め
っ

た
に

見
る

こ
と

が
で

き
な

い
橋

梁
補

修
工

事
中

の
現

場
を

見
学

し
、

施
工

業
者

か
ら

も
話

が
聞

け
て

、
貴

重
な

体
験

を
し

た
と

思
う

。

実
施

結
果
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工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
高

田
河

国
）

○
（
橋
梁
評
価
会
議
）
道
路
管
理
者
で
あ
る
事
務
所
及
び
出
張
所
と
点
検
業
務
受
注
者
に
よ
る
、
点
検
結

果
・
評
価
に
つ
い
て
、
議
論
の
実
施
。

○
（

走
行

型
計

測
）

画
像

に
基

づ
く
変

状
展

開
図

の
作

成
及

び
、

覆
工

厚
や

背
面

空
洞

等
の

把
握

。

○
ト

ン
ネ

ル
画

像
撮

影

画
像

に
基

づ
く
正

確
な

変
状

展
開

図
を

作
成

し
、

現
場

作
業

の
効

率
化

を
図

る
。

○
非

接
触

レ
ー

ダ
探

査

非
接

触
レ

ー
ダ

探
査

を
行

い
、

覆
工

厚
や

背
面

空
洞

等
を

詳
細

に
把

握
。

取
り

組
み

内
容

○
交

通
規

制
を

行
う

こ
と

な
く
一

般
車

両
と

同
程

度
の

ス
ピ

ー
ド

で
走

行
し

な
が

ら
の

計
測

を
行

う
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

○
現

地
点

検
員

以
外

の
複

数
技

術
者

に
よ

り
変

状
状

況
を

確
認

し
、

変
状

の
見

落
と

し
防

止
が

図
ら

れ
る

。

取
り

組
み

の
効

果
、

課
題

、
今

後
の

予
定

な
ど

非
接
触
レ
ー
ダ

照
明

C
C
D
カ

メ
ラ

12 / 26 ページ



工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
N
E
X
C
O
東
日
本
）

○
モ
バ
イ
ル
P
C
点
検
支
援
シ
ス
テ
ム
（
e
Y
a
c
h
o
）
の
活
用

○
紙

媒
体

の
削

減
、

点
検

結
果

の
即

時
共

有
等

の
効

果
を

確
認

。
現

在
は

の
り

面
点

検
、

緑
地

点
検

に
お

い
て

導
入

し
て

い
る

が
、

今
後

は
使

用
状

況
を

踏
ま

え
て

拡
大

予
定

。

取
り

組
み

の
効

果
、

課
題

、
今

後
の

予
定

な
ど

○
野

帳
を

電
子

化
し

、
現

地
で

モ
バ

イ
ル
PC

に
て

点
検

結
果

の
記

入
を

実
施

取
り

組
み

内
容

緑
地
点
検
（
造
園
工
作
物
）

情
報

共
有

に
は
e-
N
EX
C
O
C
lo
ud

を
使

用

詳
細
点

検
（
の
り
面
）
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工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
N
E
X
C
O
東
日
本
）

○
高
解
像
度
カ
メ
ラ
に
よ
る
点
検

○
点

検
員

に
よ

る
近

接
目

視
と

同
等

の
結

果
が

得
ら

れ
て

い
る

。
今

後
は
R
C

床
版

等
に

拡
大

予
定

。
〇

撮
影

画
像

の
３
D

化
を

図
る

こ
と

で
変

状
の

追
跡

調
査

が
可

能
か

検
証

予
定

取
り

組
み

の
効

果
、

課
題

、
今

後
の

予
定

な
ど

○
第

三
者

被
害

想
定

箇
所

以
外

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

（
下

部
工

等
）
に

お
い

て
、

高
解

像
度

カ
メ

ラ
に

よ
り

画
像

を
撮

影
し

近
接

目
視

の
代

替
と

し
て

実
施

取
り

組
み

内
容

画
像
撮

影
C
r
a
c
k
 
D
r
a
wに

よ
る

図
面
作

成
3
D
モ
デ
ル
に
よ
る
見
え
る
化
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工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
N
E
X
C
O
東
日
本
）

○
赤
外
線
カ
メ
ラ
の
活
用

○
新

潟
県

の
地

域
柄

日
較

差
が

小
さ

く
適

用
時

期
が
5月

頃
と

限
定

さ
れ

た
。

〇
R
3年

７
月

時
点

で
、

４
橋

撮
影

実
施

済
。

取
り

組
み

の
効

果
、

課
題

、
今

後
の

予
定

な
ど

○
赤

外
線

カ
メ

ラ
で

対
象

（
橋

梁
）
を

撮
影

し
、

温
度

差
か

ら
浮

き
、

剥
離

を
抽

出
○

触
診

、
打

音
箇

所
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
り

点
検

の
効

率
化

を
図

る

取
り

組
み

内
容

例
：
北
陸
自
動
車
道

万
蔵
川
橋

日
中

気
温
低
下
時
（
日
較
差
7
℃
以
上
）

【
参
考
】
I
n
f
R
e
c
R
3
0
0

要
求

性
能

項
目

（
保

全
点

検
要

領
）

イ
ン

フ
レ

ッ
ク

R
3
0
0

最
小

温
度

分
解

能
（
0
.1

℃
以

下
）

0
.0

5
℃
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工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
新

潟
県

）

○
新
技
術
「
橋
梁
点
検
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
+
橋
梁
点
検
調
書
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用

「
点
検
支
援
技
術
性
能
カ
タ
ロ
グ
(
案
)
」
…
技
術
番
号
【
B
R
0
1
0
0
1
8
-
V
0
1
2
0
】

〇
新

技
術

の
活

用
に

よ
り

、
経

費
削

減
、

作
業

時
間

の
短

縮
（
外

業
）
、

点
検

環
境

（
安

全
性

）
等

の
改

善
が

図
ら

れ
た

。

○
新

技
術

の
活

用
と

効
果

検
証

を
継

続
し

、
有

用
有

効
な

技
術

の
活

用
機

会
を

増
や

し
、

点
検

業
務

の
効

率
化

を
図

り
た

い
。

取
り

組
み

の
効

果
、

課
題

、
今

後
の

予
定

な
ど

○
R

2
点

検
に

お
い

て
、

5
橋

梁
で

活
用

○
幅

員
が

広
く
上

下
流

か
ら

の
点

検
車

利
用

が
必

要
と

な
る

橋
梁

〇
添

架
橋

と
の

離
隔

が
狭

く
点

検
車

で
は

困
難

な
橋

梁
○

歩
道

橋
で

あ
り

、
幅

員
及

び
耐

荷
性

能
上

、
橋

梁
点

検
車

を
使

用
す

る
こ

と
が

困
難

な
橋

梁
○

ロ
ー

プ
ア

ク
セ

ス
に

比
べ

安
価

取
り

組
み

内
容

※
写

真
・
図

は
R

1
点

検
橋

梁
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工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
新

潟
市

）

○
小
規
模
橋
梁
点
検
の
簡
便
化
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減

○
点
検
担
い
手
の
育
成
・
確
保

○
災
害
時
の
体
制
強
化

○
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

に
内

蔵
し

た
「
橋

梁
点

検
シ

ス
テ

ム
」

に
よ

り
、

一
問

一
答

形
式

で
変

状
を

確
認

・
記

録

○
長

岡
工

業
高

等
専

門
学

校
と

協
定

を
結

び
、

シ
ス

テ
ム

を
利

用

○
災

害
時

応
援

協
定

を
締

結
し

て
い

る
地
元
建
設
業
者

と
連
携
し
、
継
続
し
て
地
域
の
橋
梁
点
検
を
委
託

取
り

組
み

内
容

○
専

用
ア

プ
リ

を
使

う
こ

と
で

内
業

時
間

が
大

幅
に

短
縮

○
従

来
の

点
検

手
法

に
比

べ
、

約
９

割
の

費
用

削
減

○
今

後
も

継
続

し
て

地
元

建
設

業
者

に
点

検
し

て
も

ら
う

こ
と

で
、

災
害

時
等

に
お

い
て

も
迅

速
な

状
況

把
握

が
で

き
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

る
。

取
り

組
み

の
効

果
、

課
題

、
今

後
の

予
定

な
ど

点
検

状
況

タ
ブ

レ
ッ

ト
操

作
画

面
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工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
富

山
県

）

○
県
・
市
町
村
合
同
の
橋
梁
点
検
研
修
会
実
施

⇒
橋

梁
点

検
業

務
に

携
わ

る
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
講

師
に

迎
え

、
研

修
会

を
開

催
し

た
。

○
橋

梁
点

検
の

基
準

や
手

法
に

関
す

る
講

義
を

実
施

○
小

規
模

橋
梁

に
つ

い
て

実
際

に
現

地
で

点
検

を
実

施
○

点
検

結
果

の
評

価
に

関
す

る
講

義
を

実
施

し
、

実
地

研
修

時
の

点
検

結
果

を
基

に
実

際
に

診
断

を
行

っ
た

取
り

組
み

内
容

○
点

検
時

お
よ

び
結

果
（
報

告
書

）
に

お
け

る
注

目
す

べ
き

ポ
イ

ン
ト

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
多

様
な

構
造

形
式

の
橋

梁
が

存
在

す
る

こ
と

か
ら

、
研

修
に

お
い

て
も

様
々

な
タ

イ
プ

の
橋

梁
に

つ
い

て
点

検
の

着
目

点
や

診
断

事
例

を
紹

介
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
○

自
治

体
間

、
職

員
間

の
診

断
レ

ベ
ル

の
統

一
を

図
る

た
め

、
今

後
も

継
続

的
に

機
会

を
設

け
て

い
き

た
い

。

取
り

組
み

の
効

果
、

課
題

、
今

後
の

予
定

な
ど

令
和

２
年

１
０

月
７

日
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工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
石

川
県

七
尾

市
）

○
Ａ
Ｉ
橋
梁
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
橋
梁
定
期
点
検
の
導
入

【
概

要
】

小
規

模
橋

梁
を

対
象

に
Ａ
Ｉ
橋
梁
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
省
力
化
・
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る

○
道

路
橋

定
期

点
検

要
領

の
見

直
し

を
受

け
、

5
ｍ

未
満

の
橋

梁
（
Ｒ

Ｃ
床

版
橋

ま
た

は
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

）
を

対
象

に
Ａ

Ｉ橋
梁

診
断

支
援

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
簡

易
点

検
を

導
入

し
て

い
る

。

〇
現

地
で

の
点

検
写

真
と

橋
梁

諸
元

を
も

と
に

Ａ
Ｉシ

ス
テ

ム
が

劣
化

要
因

及
び

健
全

性
を

自
動

判
定

し
、

点
検

調
書

に
つ

い
て

も
自

動
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

取
り

組
み

内
容

○
調

書
の

自
動

作
成

等
に

よ
り

省
力

化
・
省

人
化

が
図

ら
れ

、
従

来
の

点
検

費
用

に
対

し
約

3
5
％

低
減

し
た

。
〇

単
純

ミ
ス

や
見

落
と

し
の

防
止

、
個

人
差

に
よ

る
診

断
結

果
の

ば
ら

つ
き

防
止

等
の

効
果

が
あ

っ
た

。
〇

運
用

方
法

と
し

て
、

A
Iの

用
途

は
あ

く
ま

で
支

援
と

し
、

最
終

的
な

診
断

は
人

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

取
り

組
み

の
効

果
、

課
題

、
今

後
の

予
定

な
ど

室
内

で
デ

ー
タ

整
理

診
断

現
在

現
場

で
損

傷
程

度
を

正
確

に
記

録

現
場

室
内

将
来

診
断

結
果

を
再

確
認

劣
化

要
因

A
S
R

健
全

度

3

診
断

結
果

を
表

示
現

場
室

内

A
I

現
場

で
写

真
撮

影
基

本
情

報
を

収
集

・
入

力

A
I（

D
ee

p 
Le

ar
ni

ng
 ）

（
ク

ラ
ウ

ド
ア

プ
リ

）

専
門

知
識

を
有

す
る

技
術

者

若
手

技
術

者
で

も
可

能
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工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
石

川
県

輪
島

市
）

○
Ａ
Ｉ
橋
梁
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
（
D
r
.
B
r
i
d
ge
）
を
活
用
し
た
簡
易
点
検
の
導
入

○
橋

梁
点

検
に

お
い

て
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

の
診

断
を

AI
が

行
う

新
技

術
を

活
用

し
た

簡
易

点
検

を
導

入
。

○
輪

島
市

で
橋

梁
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
健

全
性

が
Ⅰ

及
び
Ⅱ

の
橋

梁
の

う
ち

、
橋

長
5ｍ

未
満

か
つ

溝
橋

・
床

板
橋

で
実

施
（
点

検
で

問
題

が
生

じ
づ

ら
い

橋
を

選
定

）
。

○
令

和
3年

度
は

、
１

４
橋

で
AI

点
検

を
実

施
中

。

取
り

組
み

内
容

○
令

和
3年

度
の

橋
梁

点
検

業
務

か
ら

、
新

技
術

の
活

用
と

し
て
AI

簡
易

点
検

を
実

施
。

○
当

初
の

点
検

単
価

に
対

し
､１

橋
あ

た
り

４
８

，
０

０
０

円
程

度
（
直

接
人

件
費

）
の

コ
ス

ト
縮

減
が

期
待

で
き

る
。

取
り

組
み

の
効

果
、

課
題

、
今

後
の

予
定

な
ど

劣
化

要
因

健
全

度

大
部

分
が
AS
R

に
よ

る
劣

化
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

健
全

度
２

と
３

が
卓

越
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
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工
夫

・
新

た
な
取

り
組

み
等

好
事

例
の
共

有
（
石

川
県

津
幡

町
）

○
橋
梁
き
ず
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
産
官
学
と
住
民
が
連
携
し
て
、
官
民
協
働
に
よ
る
橋
梁
維
持
管
理
）

日
ご
ろ
橋
を
利
用
す
る
地
域
住
民
が
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た
簡
易
点
検
を
年
1
回
程
度
行
い
、
そ
の
点
検
結
果
を
自
治
体
の
長
寿
命
化

対
策
に
役
立
て
て
も
ら
う
取
組
。

地
元
に
橋
へ
の
愛
着
、
身
近
な
住
民
の
目
で
ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
発
見
、
日
常
的
な
維
持
管
理
に
繋
げ
る
体
制
づ
く
り
。

実
施

日
：
令

和
元

年
6月

9日
（
日

）
9：

00
～

11
:0

0
実

施
場

所
：
津

幡
町

東
荒

屋
町

地
区

参
加

者
：
津

幡
町

東
荒

屋
住

民
の

方
23

名
（
内

小
学

生
2名

、
中

学
生

1名
、

高
校

生
1名

）
津

幡
町

NP
O法

人
石

川
県

コ
ン

ク
リ

ー
ト

診
断

士
会

2名
石

川
高

専
教

員
・
学

生
6名

対
象

橋
梁

：
津

幡
町

町
道

１
橋

（
東

荒
屋

橋
）

法
定

外
道

路
橋

２
橋

合
計

３
橋

⇒
R2

は
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

、
中

止

取
り

組
み

内
容

○
地

元
の

方
が

発
見

し
た

橋
梁

の
破

損
に

つ
い

て
、

町
が

素
早

く
対

応
可

能
に

な
っ

た
○

地
元

自
ら

行
う

こ
と

（
清

掃
等

）
、

町
に

お
願

い
す

る
こ

と
が

区
分

さ
れ

て
き

て
い

る
○

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

（
20

名
か

ら
回

答
）

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

記
載

欄
に

11
名

の
方

が
記

入
・
橋

づ
く
り

の
す

ご
さ

が
分

か
っ

た
・
普

段
、

気
を

と
め

て
な

か
っ

た
橋

の
状

況
に

つ
い

て
老

化
や

点
検

な
ど

に
つ

い
て

理
解

で
き

た
・
他

の
橋

を
渡

る
時

に
も

楽
し

み
と

興
味

を
持

て
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

・
若

い
年

代
の

方
も

今
後

参
加

さ
れ

る
と

効
果

が
あ

が
る

と
思

い
ま

す
・
こ

れ
か

ら
橋

へ
の

見
方

が
変

わ
る

・
毎

回
新

し
い

発
見

が
あ

り
ま

す
。

・
橋

脚
（
橋

台
）
付

近
の

土
砂

を
取

り
除

く
必

要
性

を
感

じ
た

（
実

施
予

定
）

取
り

組
み

の
効

果
、

課
題

、
今

後
の

予
定

な
ど

津
幡

町
町

道
１

橋
（
東

荒
屋

橋
）

法
定

外
道

路
橋

法
定

外
道

路
橋
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地
整
広
報
計
画
（
富
山
県
）
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令
和
２
年
度

道
路
施
設
の
点
検
に
関
す
る
研
修
（初

級
研
修
）

①
令

和
２

年
度

道
路

構
造

物
管

理
実

務
者

研
修

対
象

：
地

方
公

共
団

体
職

員
及

び
直

轄
職

員

講
師

：
国

土
技

術
政

策
総

合
研

究
所

、
土

木
研

究
所

、
北

陸
地

整
、

外
部

講
師

内
容

：
橋

梁
初

級
Ⅰ

（
点

検
）

、
橋

梁
初

級
Ⅱ

（
修

繕
）

、

ト
ン

ネ
ル

初
級

人
数

：
平

成
2

6
年

度
よ

り
、

延
べ

４
４

９
人

が
受

講

（
う

ち
地

方
公

共
団

体
職

員
2

9
7
名

6
6

.1
％

）

令
和

２
年

度
参

加
者

は
延

べ
1

7
自

治
体

、
4

4
人

（
直

轄
含

む
）

目
的

：
地

方
公

共
団

体
の

職
員

の
技

術
力

育
成

の
た

め
、

点
検

要
領

に
基

づ
く

点
検

に
必

要
な

知
識

・
技

能
等

を
取

得
す

る
た

め

②
令

和
２

年
度

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

技
術

講
習

会

対
象

：
地

方
公

共
団

体
職

員
及

び
直

轄
職

員

講
師

：
各

県
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
会

議
（

北
陸

地
整

、
各

県
）

内
容

：
橋

梁
・

ト
ン

ネ
ル

保
全

技
術

の
実

技
講

習
、

新
技

術
を

活
用

し

た
点

検
の

視
察

な
ど

人
数

：
平

成
2

6
年

度
よ

り
、

延
べ

7
9

0
人

が
参

加
（

※
 令

和
２

年
1

2
月

末
現

在
）

（
う

ち
地

方
公

共
団

体
職

員
7

0
0
名

8
8

.6
％

）

令
和

２
年

度
参

加
者

は
延

べ
1

7
自

治
体

、
1

1
0
人

（
直

轄
含

む
）

目
的

：
地

方
公

共
団

体
職

員
の

技
術

力
向

上
の

支
援

令
和

２
年

８
月

2
4
日

橋
梁

初
級

Ⅰ
研

修
（

西
部

）

令
和

２
年

1
2
月

2
1
日

実
務

担
当

者
現

地
講

習
会

　
資

料
 9
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令
和

3
年

度
北

陸
地

方
整

備
局

道
路

構
造

物
管

理
実

務
者

研
修

0
橋

梁
お

よ
び

ト
ン

ネ
ル

の
点

検
・

補
修

に
関

す
る

研
修

を
実

施
し

ま
す

。

0
地

方
公

共
団

体
の

職
員

も
、

研
修

の
受

講
が

可
能

で
す

。

橋
梁

初
級

I
研

修
11 

橋
梁

初
級

11
研

修
く

目
的

＞
道

路
橋

に
関

す
る

基
礎

知
識

及
び

点
検

・

診
断

に
関

す
る

基
礎

知
識

の
習

得
く

教
科

目
＞

道
路

構
造

物
を

め
ぐ

る
今

日的
課

題
と

今
後の

方
針

、
点

検
に

関
す

る
法

令
及

び
技

術基
準

の
体

系
、

橋
の

構
造

の
基

本
、

鋼
部

材
の

損
傷

と
診

断
、

コ
ン

ク
リ

ー

ト
部

材
の

損
傷

と
診

断
、

定
期

点
検

の
実

施
と

記
録

、
下

部
構

造
の

損
傷

と
診

断
、

支
承

・

附
属

物
等

の
損

傷
と

診
断

、
附

属
物

の
定

期
点

検
要

領
概

論
、

土
工

構
造

物
の

構
造

の
基

本
、

ジ
ェッ

ド
・

大
型

カ
ル

バ
ー

ト
等

の
定

期
点

検
要

領
概

論
、

現
地実

習
、

達
成

度
試

験
（

学科
、

実
技

）

く
対

象
＞

道
路

構
造

物
管

理
の

実
務

担
当

者
く

実
施

時
期

＞
東

部
：

6
月

7
日（

月
）～

10
日（

木
）

4
日間

【実
施

済
み

】
西

部
：

6
月

2
2

日（
火

）～
2

5
日（

金
）4

日間
【実

施
済

み
】

く
開

催
場

所
＞

東
部

：北
陸

地整
北

陸
技

術事
務

所
西

部
：石

川県
庁

会
議

室
<

R3
年度

参
加

者
＞

東
部

：
8

名
（

地公
体

3
名

）
西

部
：1

6
名

（
地公

体
1

5
名

）

く
目

的
＞

道
路

橋
の

点
検

・診
断

の
知

識
及

び
補

修
・補

強
の

工
法

選
択

の
判

断
に

必
要

な
知

識
の

習
得

く
教

科
目

＞
道

路
橋

を
め

ぐ
る

今
日的

課
題

と
今

後の
方

針
、

性
能

の
設

定
と

方
法

の
選

定
に

お
け

る
原

則
、

部
材

の
強

度
の

回
復

・向
上

の
た

め
の

代
表

工
種

に
見

る
補

修
補

強
の

力
学原

理
、

補
修

補
強

設
計

の
た

め
の

調
査

と
構

造
解

析
、

腐
食

要
因

の
除

去
と

腐
食

対
策

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
部

材
の

補
修

補
強

に
あ

た
っ

て
の

事
前

・事
後処

理
、

補
修

補
強

実
施

た
め

の
マ

ネ
ジ

メン
ト

、
経

過
観

察
及

び
モ

ニ
タ

リン
グ

計
画

く
対

象
＞

道
路

構
造

物
管

理
の

実
務

担
当

者
く

実
施

時
期

＞
1

1
月

9
日（

火
）～

1
1

日（
木

）3
日間

く
開

催
場

所
＞

北
陸

地整
北

陸
技

術事
務

所
<

R
2

年度
参

加
者

＞
※

令
和

2
年

度
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
全

面
見

直
し

8
名

（
地公

体
3

名
）（

R2.
 7

/2
8-

7/
30

) 

ト
ン

ネ
ル

研
修

く
目

的
＞

ト
ン

ネ
ル

の
定

期
点

検
に

関
す

る
知

識
、

補
修

・補
強

の
基

礎
的

知
識

の
習

得
く

教
科

目
＞

ト
ン

ネ
ル

の
計

画
・設

計
、

ト
ン

ネ
ル

の
施

工
、

ト
ン

ネ
ル

本
体

工
の

点
検

、
ト

ン
ネ

ル
の

補
修

・補
強

、
附

属
施

設
の

点
検

、
ト

ン
ネ

ル
点

検
現

地実
習

、
点

検
調

書
作

成
表

く
対

象
＞

道
路

構
造

物
管

理
の

実
務

担
当

者
く

実
施

時
期

＞
1

2
月

1
4

日（
火

）～
1

6
日（

木
）

3
日間

く
開

催
場

所
＞

北
陸

地整
北

陸
技

術事
務

所
<

R
2

年度
参

加
者

＞
4

名
（

地公
体

1
名

）
(

R2.
 8

/3
1-

9/
2)
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従
来
点
検

点
検
支
援
技
術
の
活
用

人
力
に
よ
る
直
接
打
音

○
頂
版
部
で
は
梯
子
を
利
用
し
て
打
音
検
査
を
実
施

内
空
高
が
あ
る
場
合
は
リ
フ
ト
車
を
利
用

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
変
状
部
検
知

シ
ス
テ
ム
「
BL
UE
・
DO

CT
OR
」

○
地
上
作
業
が
可
能
で
あ
り
、
作
業
性
・
安
全
性
が
向
上
。

○
カ
メ
ラ
画
像
と
リ
ン
ク
し
ス
ケ
ッ
チ
作
業
・
調
書
整
理
を
簡
略
化

（
試
行
）
。

令
和
２
年
度

新
技
術
を
活
用
し
た
点
検
効
率
化
（橋

梁
）

項
目

従
来
技
術

点
検

支
援

技
術

主
な
課
題

比
較
対
象

人
力
打
音

ブ
ル
ー
ド
ク
タ
ー

・
点
検
支
援
技
術
は
機
材
賃
料
の
み
。
（
約
３
万
円
/日

）

・
長
期
リ
ー
ス
や
機
器
購
入
で
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
圧
縮
も
可
能
。

合
計

金
額

約
２
８
万
円
/
橋

約
１
７
万

円
/
基

・
従

来
技

術
：
人

件
費

１
１
万
円
/基

×
諸
経
費
2.
5倍

、
機
器
費
ナ
シ

・
新

技
術

：
人

件
費

５
万
円
/基

×
諸
経
費
2.
5倍

、
機
器
費
３
万
円

工
程

４
時

間
＋

８
時

間
３
時

間
＋

２
時

間
・
仮
設
足
場
の
移
動
や
ス
ケ
ッ
チ
作
業
の
簡
略
化
、
内
業
作
業
量
減
少
に
よ

り
作

業
時

間
の

短
縮

が
可

能

溝
橋

点
検

に
お

い
て

は
、

○
一

巡
目

点
検

に
よ

り
実

態
把

握
が

完
了

。
健

全
度

の
高

い
施

設
に

お
け

る
新

技
術

活
用

の
有

用
性

が
高

い
こ

と
を

確
認

○
今

年
度

の
溝

橋
点

検
で

は
4
3
／
5
2
0
橋

で
B
L
U
E
・
D
O
C
T
O
R
活

用
（
8
.3

％
）

○
点

検
費

用
の

縮
減

は
約
1
1
万

円
/施

設
（

今
年

度
は

約
4
7
0
万

円
の

削
減

）
さ

ら
な

る
利

用
促

進
を

検
討

中
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道
路
橋
に
お
け
る
点
検
支
援
技
術
の
活
用

①
点

検
支

援
技

術
の

活
用


近

接
目

視
に

よ
る

と
き

と
同

等
の

診
断

・
判

定
が

で

き
る

と
判

断
し

た
点

検
支

援
技

術
を

選
定


平

成
３

０
年

度
か

ら
点

検
支

援
技

術
を

活
用

②
点

検
支

援
技

術
の

活
用

支
援


活

用
し

た
点

検
支

援
技

術
を

北
陸

技
術

事
務

所
ホ

ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開


技

術
概

要
を

Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ

ｅ
動

画
で

わ
か

り
や

す

く
公

開
し

、
現

場
で

の
活

用
を

支
援

橋
梁

点
検

車
に

よ
る

点
検

点
検

ロ
ボ

ッ
ト

カ
メ

ラ
に

よ
る

点
検

（
従

来
）

「
橋

梁
点

検
の

新
し

い
取

り
組

み
」

８
本

の
動

画
を

公
開

中

（
点

検
支

援
技

術
の

活
用

）

h
tt
p
s
:/
/
w
w
w
.y
o
u
tu
b
e
.c
o
m
/
u
s
e
r/
H
O
K
U
G
Im
lit

▶
橋

梁
点

検
の

新
し

い
取

り
組

み

26 / 26 ページ


	資料1_富山県道路メンテナンス会議_規約
	210720 富山県道路メンテナンス会議_規約.pdf
	210720 富山県道路メンテナンス会議（本会議）_名簿
	210720 富山県道路メンテナンス会議（幹事会）_名簿

	資料2.3_令和２年度富山県道路メンテナンス会議活動報告
	資料4_地整R2点検速報富山県
	資料5_道路事業における地域一括発注の取り組みについて
	資料6_富山県内の地域一括発注の状況
	資料7_工夫･新たな取り組み等 好事例の共有
	資料8_地整広報計画（富山県）
	資料9_令和２年度 道路施設の点検に関する研修
	資料10_令和３年度北陸地方整備局道路構造物管理実務者研修
	資料11_令和２年度 新技術を活用した点検効率化
	空白ページ



